
日 本 史

Ⅰ 次の文章（Ａ～Ｃ）を読み，下記の設問について記号をマークして答えなさい。

Ａ 587年大臣蘇我馬子は大連の（ 1 ）を滅ぼし，592年には崇峻天皇を暗殺し

て政治権力を握った。このあと（ 2 ）天皇が即位し，蘇我馬子や甥の厩戸王ら

が協力して国家組織の形成をすすめた。603年には個人の才能や功績に対して色

別の冠を与えて官僚としての位を示す（ 3 ）が定められ，604年には官僚のあ

りかたや政治理念を示す
①
憲法十七条が定められた。

Ｂ 天武天皇の皇后であった（ 4 ）天皇は，天武天皇が編纂を開始していた

（ 5 ）を689年に施行した。翌年これにもとづいて（ 6 ）が作られ，以後6

年ごとに戸籍をつくる制度が確立した。また701年には刑部親王や藤原不比等ら

により唐の律令を手本とした大宝律令が完成し，律令制度による中央集権的な政

治の仕組みがほぼ整った。さらに藤原不比等により（ 7 ）が作られ，
②
藤原仲麻

呂により757年に施行された。

Ｃ
③
嵯峨天皇は積極的に法制の整備を行い，律令制定後に社会の変化に応じて出さ

れた法令を分類・整理して（ 8 ）を編纂させた。嵯峨天皇の異母弟で，あとを

ついで天皇となった淳和天皇の治世には，令の解釈を公式に統一した『（ 9 ）』

が清原夏野らにより完成されている。これ以降，清和天皇と（ 10 ）天皇の時代

にも格式が編纂され，（ 8 ）とあわせて三代格式と呼ばれる。また9世紀後半

には令に関する法律家たちの注釈を集めた『（ 11 ）』が惟宗直本により編纂され

た。
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問1 空欄（1～11）に最も適した語句を，次の〈語群〉から選びなさい。

〈語 群〉

ア 令集解 イ 庚寅年籍 ウ 推 古

エ 持 統 オ 醍 醐 カ 延喜格式

キ 桓 武 ク 養老律令 ケ 物部守屋

コ 庚午年籍 サ 八色の姓 シ 式目追加

ス 冠位十二階 セ 大伴金村 ソ 孝 徳

タ 貞観格式 チ 飛鳥浄御原令 ツ 令義解

テ 弘仁格式 ト 経国集 ナ 聖 武

問2 次の史料は，下線部①の法令の一部である。空欄（1～2）に最も適した語句

を，次の〈語群〉から選びなさい。
いわ たっと さか むね

一に曰く，（ 1 ）を以て尊しとなし，忤ふること無きを宗とせよ。
あつ

二に曰く，篤く（ 2 ）を敬へ。

〈語 群〉

ア 三 宝 イ 詔 ウ 法 エ 和

オ 民 カ 仏

問3 下線部②の人物に関して，正しくない文章を一つ選びなさい。

ア 孝謙天皇の代に光明皇太后と結んで政界で勢力を伸ばした。

イ 淳仁天皇を擁立して即位させ，恵美押勝の名を賜った。

ウ 三世一身法を施行して，民間の開墾による耕地の拡大をはかった。

エ 孝謙太上天皇に寵愛された道鏡を除こうとして挙兵し，滅ぼされた。

問4 下線部③の人物が令外官として設けた役職を，一つ選びなさい。

ア 大納言 イ 太政大臣 ウ 検非違使 エ 摂津職
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Ⅱ 次の文章を読み，下記の設問について記号をマークして答えなさい。

織田信長は尾張下四郡の守護代の重臣織田信秀の嫡男として生まれた。父信秀は
しょばた な ご や

勝幡・那古野を中心に勢力を拡大していたが，その死後家督争いが生じ，信長はこ

れに勝利して跡をつぎ，1559年に尾張統一を成し遂げた。1560年に，遠江や三河

までを領国に取り込んだ駿河の大名（ 1 ）が大軍を率いて侵攻したが，信長はこ

れを桶狭間の戦いでやぶって武名をあげた。またこれを機に（ 2 ）は（ 1 ）の

人質から解放されて三河岡崎に帰るが，やがて信長と同盟した。

その頃，京都では将軍（ 3 ）が政変で殺害され，その弟の足利義昭は近江に逃

れ，幕府再興を信長など諸大名に働きかけていた。信長は1567年に美濃の稲葉山

城を攻略して（ 4 ）を追放し美濃を併合し，翌1568年9月に足利義昭を奉じて

上洛し，義昭を将軍として室町幕府を再興させた。このころ信長は分国内の関所で

通行税をとることを禁止して流通を円滑化し，自治都市として繁栄していた堺の支

配にも乗り出すなど，新しい政策を打ち出した。

信長は次第に義昭と対立するようになり，1570年6月には姉川の戦いにおいて

義昭と連携する（ 5 ）・朝倉義景の連合軍に勝利し，翌年には信長は強大な宗教

勢力である（ 6 ）を焼き討ちした。1573年には足利義昭を京都から追放し，室

町幕府を滅亡させ，（ 5 ）・朝倉義景をほろぼした。その後信長は伊勢長島や越

前の一向一揆をほろぼし，1575年には甲斐の武田勝頼を三河の（ 7 ）で大量の

鉄砲の威力により制した。その翌年信長は近江の琵琶湖畔に安土城を築き始め，
①
城

下町に対して楽市令を出してその繁栄をはかった。

信長は1580年には長らく対立してきた石山本願寺の（ 8 ）を屈伏させ，大坂

から退去させた。1582年に武田氏をほろぼすと東日本の大名の多くが服属するよ

うになった。九州でも大友氏が服属し，敵対する中国の毛利氏などを攻める準備を

していたが，毛利氏との決戦を前に，重臣明智光秀の謀反により京都本能寺で倒れ

た。
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問1 空欄（1～8）に最も適した語句を，次の〈語群〉から選びなさい。

〈語 群〉

ア 柴田勝家 イ 足利義輝

ウ 斎藤龍興 エ 蓮 如

オ 長篠の戦い カ 高野山金剛峯寺

キ 松平信綱 ク 浅井長政

ケ 斎藤道三 コ 比叡山延暦寺

サ 松平元康 シ 北条早雲

ス 小牧・長久手の戦い セ 今川義元

ソ 足利義尚 タ 顕 如

問2 次の史料は，下線部①に示した法令の一部である。空欄（1～2）に最も適し

た語句を，次の〈語群〉から選びなさい。
とうしょちゅう く じ

一 当所中楽市として仰せ付けらるるの上は，（ 1 ）・諸役・諸公事等，

ことごとく免許の事。
いえども

一 分国中（ 2 ）これを行うと雖も，当所中免除の事。

〈語 群〉

ア 撰銭令 イ 徳 政 ウ 諸 座 エ 年 貢

オ 市 カ 段 銭

Ⅲ 次の文章を読み，下記の設問について記号をマークして答えなさい。

寛永期は幕藩体制が安定し，文化も新しい傾向を示すようになった時代である。

出版から販売まで行う本屋といわれる出版業者が京都に現れ，ついで大坂や江戸で

もその数が増加した。当時の技術水準では，活字による印刷より板木を彫って印刷

する方法が部数の多い印刷に向いており，挿絵を入れるのも簡単であったため，こ

れが主流となった。この頃には絵入りで教訓・道徳を主とした（ 1 ）や，

（ 2 ）が著した一般向きの和算書『塵劫記』が出版されている。

その後1682年に出版された井原西鶴の『好色一代男』をはじめとして，風俗や人
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情を描いた（ 3 ）が上方を中心に出版され流行した。17世紀後半の江戸では安

房出身の（ 4 ）が，（ 1 ）などの本の挿絵を独立させて浮世絵の版画を創案し

た。この浮世絵の版画は，後に（ 5 ）により一枚刷りの多色浮世絵版画である錦

絵として完成された。

一方，幕府は軍事や好色などの出版に関する統制令をたびたび出した。1722年

には将軍徳川吉宗は出版に関する厳しい規則を定め，本屋の出版権の保護を行うと

ともに，徳川家関連や好色な本の出版を禁止した。徳川吉宗は商業統制のため株仲

間の結成をすすめたが，享保期には三都でそれぞれ本屋の仲間が結成され，出版に

関する点検や自主的取り締まりを行うようになった。

18世紀後半には，三都の出版は娯楽のための小説や絵本，名所図会などの地

誌，実用書など多様な分野に及び，飛躍的に増加した。これは庶民の生活にゆとり

ができて，庶民の初等教育にあたる寺子屋などが増え，庶民の読み書き能力が向上

したためである。学問的な本でも，旧来の儒学や仏教の本だけでなく，国学・
①
洋学

や経世論など新しいジャンルの本が出版されるようになった。また三都以外にも本

屋が出現して，出版を行うようになった。名古屋城下の本屋永楽屋東四郎は尾張藩

の藩校である明倫堂の作成した儒学の注釈書などを出版し，本居宣長が当初自費出

版で発行した主著『（ 6 ）』なども引き受けて出版した。また寛政期には江戸の本

屋である（ 7 ）と提携し，江戸へも進出している。

この時期，小説では江戸の遊里を描く（ 8 ）が流行し，山東京伝が『仕懸文庫』

など多くの作品を残した。また（ 9 ）は風刺のきいた大人向きの絵入本で，

1789年には恋川春町が書いた『鸚鵡返文武二道』が松平定信の文武奨励策を風刺し

て咎められたように，時として政治批判を含んでいた。松平定信は政治批判を抑え

風俗を刷新するため厳しい出版統制を行い，1791年に山東京伝を処罰し，出版元

の本屋（ 7 ）も財産半分没収の処罰を受けた。天保改革においても出版の取り締

まりが行われ，『春色梅児誉美（暦）』などの恋愛ものを扱う（ 10 ）の作家である為

永春水が処罰されている。
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問1 空欄（1～10）に最も適した語句を，次の〈語群〉から選びなさい。

〈語 群〉

ア 人情本 イ 古事記伝 ウ 黄表紙 エ 円 本

オ 尾形光琳 カ 洒落本 キ 葛飾北斎 ク 読 本

ケ 菱川師宣 コ 喜多川歌麿 サ 関孝和 シ 浮世草子

ス 夢の代 セ 鈴木春信 ソ 仮名草子 タ 万葉代匠記

チ 滑稽本 ツ 吉田光由 テ 御伽草子 ト 蔦屋重三郎

問2 上の文章に関連して，人物（Ａ～Ｄ）が編纂または著わした書物として正しい

ものを，ア～クから一つずつ選びなさい。

Ａ 塙保己一 Ｂ 上田秋成 Ｃ 滝沢馬琴 Ｄ 鈴木牧之

ア 『雨月物語』 イ 『群書類従』 ウ 『蘭学階梯』

エ 『南総里見八犬伝』 オ 『広益国産考』 カ 『政 談』

キ 『北越雪譜』 ク 『経世秘策』

問3 下線部①について，正しい文章を一つ選びなさい。

ア 将軍徳川吉宗は青木昆陽・野呂元丈に英語を学ばせた。

イ 稲村三伯は日本とオランダ語の辞書である『日葡辞書』を作った。

ウ 幕府は天文方に蛮書和解御用を設け，高橋景保を中心に洋書の翻訳にあた

らせた。

エ 元オランダ通詞の志筑忠雄は『暦象新書』を著して天動説を説いた。

Ⅳ 次の文章（Ａ～Ｄ）を読んで，下記の設問について記号をマークして答えなさい。

Ａ 壬午軍乱・
①
甲申事変により悪化した日清関係を打開するため，（ 1 ）が天津

に派遣され，清国全権（ 2 ）とのあいだで天津条約が結ばれた。これにより両国

軍は朝鮮から撤兵し，今後出兵する際にはたがいに事前通告することになった。
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Ｂ 日本は日露戦争のあと（ 3 ）を結んで韓国の外交権を奪い，首都漢城に

（ 4 ）を置き，（ 1 ）をトップにすえた。

Ｃ 日本の軍艦雲揚が朝鮮の首都漢城近くの（ 5 ）で朝鮮側を挑発して戦闘とな

った事件を機に，日本は朝鮮に迫り，翌年日朝修好条規を結んで朝鮮を開国させ

た。

Ｄ 日本全権（ 1 ）・陸奥宗光と清の全権（ 2 ）のあいだで下関条約が結ば

れ，清は朝鮮の独立を認め，
②
領土の割譲と賠償金の支払いなどを約束した。同

年，日本の在朝鮮公使の（ 6 ）が指揮して，高宗の父（ 7 ）を再び擁立しよ

うとして，高宗の妃である閔妃の殺害事件をひきおこした。

問1 空欄（1～7）に最も適した語句を，次の〈語群〉から選びなさい。

〈語 群〉

ア 溥 儀 イ 孫 文 ウ 江華島

エ 統監府 オ 井上馨 カ 大院君

キ 李鴻章 ク 朝鮮総督府 ケ 三浦梧楼

コ 韓国併合条約 サ 伊藤博文 シ 江藤新平

ス 済州島 セ 第2次日韓協約

問2 上の文章（Ａ～Ｄ）を古い順に並べたものを一つ選びなさい。

イ Ｂ－Ｃ－Ｄ－Ａア　Ｂ－Ａ－Ｄ－Ｃ

ウ　Ｃ－Ｄ－Ｂ－A エ Ｃ－Ａ－Ｄ－Ｂ

問3 下線部①の首謀者で独立党の中心人物を一人選びなさい。

ア 安重根 イ 金玉均 ウ 金日成 エ 朴正煕

問4 下線部②の清が割譲を約束した領土で，ロシア・フランス・ドイツの要求に

より返還されたものを一つ選びなさい。

ア 遼東半島 イ 台 湾 ウ 澎湖諸島 エ 奉 天

Ｍ 日本史

9


